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＜連絡事項＞
· 本日までにプログラムテキスト・経過連絡表を提出すること。

· 本日14:00～防災に関してのビデオを上映。

· 9/8（月）～9/19（金）日清より、嗜好調査アンケートの依頼が来ている為、実施すること。

· 10/9（木）～10/10（金）開催の精神科医学会について、対象者は申請書を9/20（土）までに提出すること。

· 9/19（金）プロセスレコードの研修あり。希望者は参加すること。

· 9/24（水）～9/25（木）　第3回法人研修『職場のセクシャルハラスメント防止の為に』あり。遅番以外のスタッフは出席表に記入の上、参加すること。
 ＜外来情報＞

· 森田　清助　様～本日鹿内内科受診し、肺炎になりかけていると言われたとのこと。しばらく通所

は休んでいたが、呼吸器の症状は改善されてきたと話されている。明日は、松尾歯科受診予定。欠席中、買い物や外食には行くことが出来ていたとのこと。

· 晴山　美智子様～通所について尋ねると、「動くとおなかがすくから、何か食べてしまう」と話さ

れている。スタッフに浪費を指摘され、1日に使える金額を1000円から500円に自分で設定したとのこと。体重100kg。通所はこのまま続けるようにと説明されている。

· 我満　奈津紀様～「眠くてだるい」「洗濯は出来ているけど掃除がおろそかになっている」と話さ

れている。胃薬は14回分処方。本日、娘様と受診しており、次回より娘様も個別に診察を受けることとなっている。まずは問診のみで、必要があれば心理検査も施行する方向。

· 本田　英之　様～明日から午前中に「あらた」という工場で実習をするとのこと。「体がなまって

疲れる」と話されている。睡眠はとれているとのこと。

· 田向　玲美　様～採血施行。生理が4日遅れているため妊娠を心配していること、夜間に起きて眠

れないこと話されている。月経が遅れているのは内服の影響も考えられると説明している。本日、婦人科受診するとのこと。

· 駒目　　翔　様～気分の落ち込み、喘息発作があるとのこと。世界史のテストでは100点を取って

一番だったと話されている。修学旅行の前に、レポート提出やスポーツ大会、文化祭があるとのこと。9/12学校に三者面談があると話されている。車の運転も集中できず、手伝いも面倒と感じることがあり、親にも「イライラしているのか？」と聞かれることがあると話されている。

＜通所利用者様情報＞

・　駒目　　翔　様～季節の変わり目で、喘息発作と憂鬱感が強くなってきたとのこと。勉強のことや自宅の手伝いなどのことを考えると眠れず、睡眠は3時間程度。自傷行為も行ってしまったと話されており、左前腕に4～5本新たな切り傷がみられている。自傷行為をしたことは、親には話して欲しくないと希望している。憂鬱な気分がある時は、行動化する前に誰かに相談することを説明している。加えて、デイケア来所時は危険物を所持していないかどうか確認し、危険行為の防止に努めることとしている。また、先日八戸赤十字病院を受診した際、体脂肪率が48％あり、母親とともに栄養指導を受けてきたとのこと。減量をすることと、脂肪分を控えるようにと説明されたとのことだが、本人は「まだ大丈夫ですよ」と危機感は薄い様子。栄養摂取状況についても、アドバイスしていくこととしている。

· 秋山　和子　様～「デイケアに通所したくない」「他の病院のデイケアを使いたい」と訴えている。

他の病院のデイケアでは知らない人ばかりになることを説明すると、「頭がこなごなになるからやめる」と話されている。また、9月いっぱいでデイケア通所を辞めたいとも訴えている為、まずデイケア利用日を減らして通所を継続してはどうかと提案すると、「それなら来るかも」と理解している。利用日について、担当医、デイケア担当スタッフ、下館SGM、外来NS（谷藤）、本人の5人で話をしたいと希望あり。通所日についても、合わせて担当医に相談してみるよう説明している。

· 我満　奈津紀様～娘様同伴で受診している。次回より医療券を持参し、娘様も当院外来にて診察を

受ける方向で説明をしている。知能検査などは施行せず、まずは問診で様子を見る方針。

· 細越　定生様～先週金曜日、帰宅前のミーティングでクリスマス会の企画について話題となり、メ

ンバー中心に企画をすることも可能であると伝えると「好きにやりたいけど、規制が多いから企画できない」と訴えているが、具体案を求めると言葉を濁している。また、ミーティング後も喫煙所の使用に関する不満や、「デイケアは拘束されているようで嫌だ」といった内容の不満をスタッフに対して口調荒く訴えている。デイケアは集団行動で、ある程度規約の中で規制されており、規約やルールを守れないようであれば利用は出来ないこと、デイケア利用は本人の同意のもとで行われることを説明しているが、本人は納得せず。「話が平行線だからもういい」「働いていた時も、いつも同じようなことで失敗していた」と話されている。また、同日帰宅後に本人より電話連絡あり、「家族の都合でしばらく休みます。期間はわかりません」と話されており、本日デイケアは欠席している。

· 高橋　百壽　様～睡眠時間がうまくとれず、体調が悪いと訴えている。夕食後に4時間眠った後に

起床し、喫煙やコーヒーを飲んでから就床前薬を服用、その後3時間睡眠を取ると話されている。夕食後の仮眠は短時間に抑え、睡眠はまとまった時間で取ること説明。それでも駄目なら、担当医にも相談するよう説明している。

· 繁名　和恵様～本人が持参している内服チェック表に、昨日より飲水量のチェック項目も追加され

ている。本人の訴えでは、実際の飲水量よりも大幅に異なるため（ペットボトルで何本も飲んでいても「あまり飲んでいない」という）、デイケアスタッフは飲水量に注意して観察を行うこと。

· 川口　尚良　様～金曜日に八戸市民病院受診した際、尿検査に異常はなかったとのこと。市民病院

の担当医に「やせすぎないように」と説明されたとのこと。「食べているけど、体重が減っていることがある」と話されている為、体重管理を行えるようにと説明している。

· 其田　淑子　様～本人より、「最近、イライラして人にあたるようなった。グループホームのメン

バーにあたってしまう」と話されている。相手も気分を悪くしていると思われる為、謝ったらどうかと説明するも、「私は謝らない」と頑なに主張している。本人は「今は、うつの状態だから気分転換が必要」と話されており、気分転換の方法について尋ねると、「デイナイトを休む」と話されている。現在気になる事は、「グループホームの借金」とのこと。デイナイトケアには休まずに通所することを説明。また、他者への関わり方についても適宜アドバイスを行っていく。

＜業務改善＞

· 燃えないゴミ箱がなく、空き缶以外の燃えないゴミをどこに捨てたら良いか不明。

⇒もう1つ、燃えないゴミ用のごみ箱を作成し、設置する。

＜デイケア事例検討＞

田中　一　様（45）統合失調症

デイケア利用開始日：平成20年8月23日（利用日：水・金）

〇現在の治療計画

・デイケアを定期的に利用することで生活リズムを整え、社会性の拡大を図る。

・個別面談によって相談できる場を提供し、妄想による不安を取り除き、病気への理解を深める。

・プログラム活動によって身体機能や意欲の維持・向上を図る。

〇利用開始から現在までの様子

· 利用開始当初、特定メンバー（細越定生様）と「話が合う」と交流見られていたが、「アルカイダに追われている」など妄想に左右された発言をして依頼、相手が距離を取っている状態。

· 他メンバーも、同様の理由で本人と距離を置いており、ほぼ孤立している状態。

· 担当医には、アルカイダなどの考えや発言は、病気による妄想や幻聴であると説明を受けている。

· プログラムには興味を持って参加されており、積極的に発言をして取り組んでいる。

· 他メンバー（細越様）がスタッフと口論となっている際、近くに座って頷いて話を聞いていることがある。場所を変えても、ついてくるなど、状況を読み取ることができない部分がある。

· 暑い日にレインコートを着るなど、服装の乱れが徐々に目立ってきている。髭を伸ばしていることがあるが、3日に1回定期的に剃っており、それが本人のリズムだとのこと。

· デイケアの利用目標は、体重を減らしたいとのことで、エアロビクスに積極的に参加している。運動をしていると気が紛れると話されている。

· 糖尿病の既往があるが、幸房のパンを大量に購入していることがある。水分摂取量は、利用開始当初よりは減っており、多飲水ではない。

· デイケアには、利用日には遅刻・欠席なく、定期的に利用すること出来ている。

〇今後の対応

· エアロビクス等、本人の興味の持てるものを探し、通所利用への意欲を高めていく。

· 幻聴、妄想の左右された発言が聞かれたときは、別な話題をふるなど現実検討を促して行く。










